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１．目的  

 日本を含めたアジア地域各国においては，近年大規模な地震および津波被害が頻発している．住民の防災意

識は，実際の被災経験等と因果関係があると考えられ，次の災害に備えて防災意識を把握し，効果的な防災活

動を検討することが重要である．そこで本研究においては，東日本大震災の被災地である岩手県洋野町と，南

海トラフ地震の発生で大きな被害が危惧される高知県土佐清水市の住民を対象に，地震および津波に関する防

災意識の調査と比較を行い，今後の防災対策について検討を行った． 

２．調査地概要  

 調査対象の地域（自治会）は，岩手県洋野町役場と高知土佐清水市役所の防災担当の方から推薦を頂いた．

洋野町では八木南町地区を，土佐清水市においては中浜地区で調査を実施した．両自治体は，独自でハザード

マップを作成し，避難訓練や炊き出し訓練等を実施するなど，積極的に自主防災活動に取り組んでいる．それ

ぞれの自治体の概要を表１に示す． 

表 1．対象地域（自治会）の概要 

岩手県洋野町 高知県土佐清水市

組織名称 八木南町自主防災会 中浜地区自主防災会

設立年 平成21年（2009） 平成17年（2005）　＊活動開始年

世帯数と人口 約150世帯（510人）
約300世帯（600人弱）
＊2013年時点で70歳以上が215人

 

３．調査方法 

 各自治会の自主防災活動については，自治会長および役員の方々へのヒアリングにより情報を収集した．ま

た，防災意識については，アンケート調査票を自治体内の各世帯に配布し，回収できた回答表から集計と分析

を行った．なお，アンケート用紙は，一つの封筒に２名分の回答表を入れて配布した． 

 八木南地区では 147 世帯（254 名分）を配布し，140 世帯（210 名分）の回答を得ることができた．回答者

210 名のうち，男性は 84人，女性は 126 人だった．回答の世帯回収率は 95.2％であった． 

 中浜地区では，270 世帯（540 名分）を配布し，95 世帯（144 名分）の回答を得ることができた．回答者 144

名のうち，男性は 69 人，女性は 75人だった．回答の世帯回収率は 35.2％であった． 

４．アンケートの調査の内容 

 アンケート用紙は 30 項目を用意した．内容は，性別，年代，職業などに関する回答者の属性情報，地震や

津波の基本的な知識，学校での防災教育や伝承に関する項目，避難に関する項目，ハザードマップに関する質

問などを盛り込んだ．回答結果の一部を次章に示す． 

５．アンケートの調査の分析 

 まず回答者の年代について質問した．結果は図1に示す通り，60代と70代の回答率は八木南町地区で53.8％，

土佐清水市中浜地区 78.5％となった．家族からの伝承に関する質問については，図 2 に示す通り八木南町地

区で 71.3％と高い割合を示した．これは明治・昭和三陸地震の被災経験の影響があるものと考えられる． 
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 次に，図 3 の通り避難に関する正確な知識を質問した．両地域で 92％以上が津波避難について正しい知識

を得ていることがわかった．今後の津波発生の危機感に関する図 4の質問については，東日本大震災を 4年前

に経験した八木南地区より，南海トラフ地震の発生の可能性について多く報道および情報を得ることができる

中浜地区が 89.4％と高い割合を示した．家族との避難訓練の話し合いの状況について質問した図 5 について

は，八木南地区で 86.7％，中浜地区で 88.2％といずれも高い割合を示した．ハザードマップの認知度につい

て質問した図 6については，八木南地区で 81.4％，中浜地区で 76.9％という割合を示した． 

６．現状と課題  

 アンケート調査においては最後に自由回答欄を設けた．両地域において、高齢のために避難訓練に関心が持

てない，参加が難しいなど，「高齢者の防災意識の向上」が共通課題として存在することがわかった．災害の

記憶を風化させることなく、今後発生が危惧される大規模地震及び津波被害に備え，本点について早急に検討

し課題解決に努めることが求められる．なお，本調査は「公益財団法人 ひょうご震災記念 21世紀研究機構」

の助成金により実施された． 
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図 1．質問「年代について教えてください」 図 2．質問「家族から津波や避難に関する伝承や話を聞いたこと

がありますか」 

図 3．質問「津波が来るのが見えてから避難を始めても大丈夫だ

と思いますか」 

図 4．質問「近い将来あなたの街の周辺において巨大な津波が発

生すると思いますか」 

図 5．質問「家族と津波や津波避難について話し合っていますか」 図 6．質問「あなたの街でハザードマップを作成・公開しています

が，このマップをご存知ですか」 
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